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『
武
家
福
二
記
』
諸
本
の
検
討

　
　
　
「
愚
評
の
項
」
の
比
較
1
「
前
後
ノ
評
」
1

鈴
木
愛

　
は
じ
め
に

　
『
武
家
勧
懲
記
』
第
．
一
十
↓
巻
の
朽
木
季
綱
の
愚
評
の
項
に
「
人
主
ト
シ
テ
云
ト
モ
敢
行

言
過
チ
有
ヘ
シ
。
故
二
評
ス
ル
毎
二
良
ヲ
論
ス
ル
。
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
「
評
ス
ル
毎
」

と
は
、
何
を
指
す
も
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
（
に
よ
れ
ば
「
大
名
評
判
記
」
と
呼
ば

れ
る
諸
本
の
成
立
年
代
は
、

　
「
堪
忍
記
」
↓
「
武
家
諌
忍
記
」
↓
「
武
家
勧
懲
記
」
↓
「
武
家
諌
懲
記
準
正
」

　
と
大
ま
か
に
定
め
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
品
評
の
項
に
お
け
る
他
本
と
の
関
連
（
著
者
、

あ
る
い
は
書
写
者
が
他
の
大
名
評
判
記
を
参
考
に
し
て
著
述
を
行
っ
て
い
た
の
か
。
）
に
つ
い

て
は
、
推
察
の
域
を
出
な
い
。
こ
の
為
、
評
価
基
準
の
変
遷
を
追
う
こ
と
を
日
的
と
し
た
前

年
度
の
研
究
で
頻
出
し
た
「
前
後
之
評
」
に
関
す
る
記
述
を
掘
り
下
げ
る
こ
と
は
、
前
述
の

よ
う
な
成
立
年
代
の
異
な
る
「
大
名
評
判
記
」
の
関
連
性
と
、
い
ま
だ
謎
の
多
い
「
大
名
評

判
記
」
の
性
質
や
目
的
に
迫
る
手
が
か
り
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
今
回
は
、

「
大
名
評
判
記
」
の
中
で
も
初
期
に
成
立
し
た
『
武
家
諌
忍
記
』
に
お
け
る
愚
評
の
項
を
「
前

後
ノ
評
」
に
関
す
る
記
述
を
中
心
と
し
て
調
査
す
る
こ
と
で
『
武
家
諌
忍
記
』
の
性
質
と
そ

の
意
図
を
考
察
し
、
設
立
年
代
の
大
き
く
異
な
る
と
さ
れ
る
他
本
と
の
関
連
性
を
検
証
す
る

に
あ
た
っ
て
の
比
較
の
基
礎
を
固
め
る
こ
と
を
日
的
と
す
る
。

　
論
評
の
項
に
お
け
る
『
武
家
諌
忍
記
』
諸
本
の
系
統

　
「
詳
言
堂
文
庫
本
」
を
基
準
と
し
て
班
で
行
っ
た
共
同
作
業
で
あ
る
八
つ
の
『
武
家
乱
撃

記
』
の
語
句
、
内
容
の
比
較
か
ら
諸
本
の
語
句
レ
ベ
ル
に
お
け
る
類
似
性
・
差
異
か
ら
諸
本

に
系
統
が
あ
る
こ
と
が
見
え
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
班
で
の
共
同
作
業
を
踏
ま
え
、
芸
評
の

項
を
中
心
と
し
て
語
句
、
内
容
を
比
較
し
、
「
前
後
ノ
評
」
に
関
す
る
記
載
を
中
心
と
し
て
考

察
す
る
こ
と
で
、
愚
評
に
時
系
列
的
変
遷
は
有
る
の
か
否
か
、
評
語
の
抜
粋
（
補
足
）
に
傾
向

は
あ
る
の
か
等
を
考
察
す
る
。
（
作
成
表
参
照
）

　
班
に
お
け
る
基
礎
作
業
と
し
て
『
武
家
諌
忍
記
』
諸
本
の
系
統
を
検
証
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
八
つ
の
諸
本
の
徹
底
比
較
を
行
っ
た
。
比
較
方
法
と
し
て
は
「
養
賢
堂
文
庫
本
」
を

基
礎
本
と
し
て
翻
刻
し
、
こ
れ
を
元
に
他
の
諸
本
と
語
句
・
内
容
の
相
違
を
抽
出
し
、
八
つ

の
本
の
関
連
性
に
迫
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
比
較
の
結
果
と
し
て
、
四
つ
の
系
統
に

分
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
つ
目
と
し
て
は
基
礎
本
と
ほ
ぼ
同
内
容
で
、
細
か
い
語
句
レ
ベ

ル
で
の
差
異
（
返
り
点
、
ル
ビ
の
有
無
を
含
む
）
に
と
ど
ま
る
「
村
上
文
庫
本
」
。
こ
の
二
冊
は

ほ
ぼ
同
系
統
で
あ
る
と
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
こ
れ
に
順
ず
る
レ
ベ
ル
で
類
似
性

が
見
ら
れ
る
の
が
、
二
冊
の
「
興
譲
館
文
庫
本
」
と
「
東
北
大
本
」
、
「
池
田
家
本
」
で
あ
る
。

こ
の
四
冊
は
言
い
換
え
、
漢
字
の
差
異
等
は
少
な
く
な
い
も
の
の
内
容
的
な
差
異
か
ら
ほ
ぼ

類
似
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
ま
た
一
部
大
幅
な
欠
損
（
抜
粋
）
が
見
ら
れ
る
の
が
特

徴
で
あ
る
。
三
つ
目
と
し
て
、
内
容
的
に
類
似
す
る
も
の
の
要
約
文
に
近
い
印
象
を
受
け
る

「
対
馬
本
」
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
対
馬
本
」
に
関
し
て
は
、
他
の
諸
本
が
「
良
将
」

で
あ
る
理
由
に
関
し
て
、
十
二
行
以
上
の
分
量
を
記
述
し
て
い
る
項
を
「
良
将
ナ
リ
」
一
行

に
ま
と
め
る
な
ど
、
要
約
や
抜
粋
の
頻
度
は
他
と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い
。
四
つ
目
と
し
て
、

ほ
ぼ
別
内
容
で
あ
る
の
が
「
聖
藩
本
」
。
語
句
・
内
容
的
に
相
違
点
が
多
く
、
班
で
行
っ
た
作

業
全
体
を
通
し
て
ほ
ぼ
別
内
容
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
が
、
選
評
に
関
し
て
言
及
す
る
な
ら

ば
、
「
対
馬
本
」
は
要
約
文
的
で
あ
る
と
い
う
性
質
上
、
「
聖
訳
本
」
と
の
関
連
性
も
否
定
し

き
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。

　
以
上
か
ら
、
愚
評
の
項
に
関
し
て
諸
本
の
系
統
を
分
類
し
た
場
合
、
八
つ
の
諸
本
の
系
統

と
し
て
大
ま
か
に
四
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
（
。

　
「
前
後
ノ
評
」
③

　
班
に
お
け
る
共
同
作
業
を
通
じ
て
「
前
後
ノ
評
」
表
記
の
有
無
が
諸
本
の
系
統
と
関
連
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
た
こ
と
か
ら
、
表
記
の
有
無
を
デ
ー
タ
化
す
る
こ
と
で
諸

本
の
系
統
や
成
立
過
程
に
迫
る
一
手
段
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
こ
の
「
前
後
ノ

評
」
は
「
武
家
勧
懲
記
」
に
多
く
見
ら
れ
る
記
述
で
、
「
諌
懲
記
後
正
」
で
は
見
ら
れ
な
い
文

言
で
あ
る
（
。
だ
と
す
れ
ば
、
「
前
後
ノ
評
」
と
は
何
を
指
す
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
推
測
で

き
る
意
味
と
し
て
は
、

①
「
同
本
中
の
前
後
の
大
名
の
評
価
と
同
様
に
」

②
「
前
後
に
成
立
し
た
評
判
記
の
大
名
評
価
と
同
様
に
」

③
「
他
の
意
味
を
含
有
す
る
も
の
」
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と
い
う
三
点
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
多
く
の
ケ
ー
ス
は
①
の
意
味
で
と
っ
て
何
ら
不
自

然
な
箇
所
は
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
の
方
が
自
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
冒
頭
の
朽
木
息
綱
の
「
評

ス
ル
毎
」
と
い
っ
た
記
述
に
関
し
て
説
明
が
つ
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
為
、
②
の
「
前

後
に
成
立
し
た
評
判
記
の
大
名
評
価
と
同
様
に
」
と
い
う
意
味
を
仮
説
と
し
て
立
て
た
い
と

考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
前
に
成
立
し
た
も
の
を
参
考
に
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
「
後
」

に
成
立
し
た
も
の
を
参
考
と
す
る
こ
と
は
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
た
め
、
こ
の
二
点
以

外
の
解
釈
も
念
頭
に
入
れ
て
考
察
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

「
前
後
ノ
評
」
の
可
能
性

　
「
前
後
ノ
評
」
の
検
証
に
当
た
っ
て
は
、
八
つ
の
諸
本
の
愚
評
全
体
に
お
け
る
「
前
後
ノ

評
」
に
関
す
る
記
述
の
有
無
を
抽
出
す
る
こ
と
か
ら
開
始
し
た
。
特
に
『
武
家
諌
膨
満
』
諸

本
で
は
「
前
後
」
と
い
う
記
述
以
外
に
「
前
主
評
ス
ル
カ
如
ク
」
と
い
っ
た
文
言
も
見
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
を
分
け
て
表
に
ま
と
め
た
（
。
こ
の
作
業
か
ら
は
「
前
後
ノ
評
」
の
可

能
性
と
し
て
①
書
写
が
重
ね
ら
れ
る
毎
に
付
加
さ
れ
て
い
っ
た
②
書
写
さ
れ
る
段
階
で
抜
粋

さ
れ
て
い
っ
た
③
（
諸
本
ご
と
の
ば
ら
つ
き
が
あ
る
こ
と
か
ら
）
各
藩
、
各
々
に
関
連
す
る
大

名
の
み
前
後
の
デ
ー
タ
を
把
握
、
書
写
時
に
反
映
さ
せ
て
い
っ
た
④
（
「
前
後
ノ
評
」
に
関
す

る
記
載
が
巻
毎
に
傾
向
が
あ
る
こ
と
か
ら
）
書
写
者
の
判
断
に
よ
る
付
加
、
及
び
抜
粋
、
と
い

っ
た
可
能
性
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
「
前
後
ノ
評
」
の
意
味
に
関
し
て
①
「
同
本
中
の
前
後
の
大
名
の
評
価
と
同
様
に
」

と
考
え
ら
れ
る
記
述
が
大
半
を
占
め
る
中
（
聖
藩
本
第
三
巻
松
平
相
模
守
源
光
仲
「
愚
評
日
斤

如
是
将
者
前
後
二
云
カ
コ
ト
シ
。
最
行
跡
ヨ
シ
。
裕
然
文
武
ノ
ニ
ツ
ヲ
不
学
。
是
ヲ
サ
シ
テ

不
覚
ト
云
ヘ
シ
。
其
サ
タ
外
シ
多
シ
。
各
之
」
／
上
杁
播
磨
守
藤
原
実
勝
「
愚
評
日
斤
光
隆

ノ
行
跡
ニ
ヒ
ト
シ
ク
ス
。
故
二
前
後
ノ
行
ヲ
思
慮
ス
ル
ニ
以
文
道
ト
イ
ヘ
ト
モ
行
二
不
義
有

者
其
差
別
可
。
」
）
②
「
前
後
に
成
立
し
た
評
判
記
の
大
名
評
価
と
同
様
に
」
で
は
な
い
か
と

推
測
で
き
る
記
述
も
多
々
見
ら
れ
る
。
（
養
賢
堂
本
第
八
「
今
即
時
自
己
二
面
メ
ラ
ル
ル
ナ
レ

ハ
、
富
テ
カ
イ
ア
ラ
シ
モ
ノ
カ
明
細
ト
云
ハ
是
等
ヲ
悟
ル
ヲ
能
主
将
ト
云
ヘ
シ
。
前
後
考
へ

給
へ
。
／
聖
全
本
第
三
巻
松
平
阿
波
守
源
光
隆
「
書
評
日
文
道
ヲ
シ
ラ
ス
、
武
ヲ
専
ラ
ニ
タ

シ
ナ
ム
事
、
如
何
文
ノ
不
学
ヲ
過
ト
云
ヘ
シ
。
前
後
二
云
カ
コ
ト
シ
主
将
タ
ル
人
ハ
以
文
道

ヲ
正
法
能
ス
ヘ
シ
。
」
”
前
後
の
記
述
に
文
武
の
学
び
に
関
す
る
記
述
が
な
い
こ
と
か
ら
）

　
現
段
階
で
、
「
前
後
ノ
評
」
が
「
前
後
に
成
立
し
た
評
判
記
の
大
名
評
価
」
を
さ
し
て
い
る

と
仮
定
す
る
の
は
、
甚
だ
乱
暴
だ
が
、
そ
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
ず
、

今
後
「
前
後
ノ
評
」
前
後
の
文
章
の
抽
出
を
全
体
を
通
し
て
行
い
、
「
前
後
ノ
評
」
と
は
何
を

さ
す
の
か
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
前
後
ノ
評
」
に
注
目
し
て
愚
評
の

検
証
を
行
っ
て
い
く
と
、
対
馬
本
と
三
号
本
の
関
連
性
が
よ
り
色
濃
く
出
て
き
た
。
聖
慮
本

↓
対
馬
本
（
対
馬
本
は
聖
藩
本
を
要
約
し
た
の
で
は
な
い
か
）
と
い
う
見
方
が
で
き
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
を
顕
著
に
示
す
の
が
、
表
①
の
四
巻
部
分
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
も
、
今
後

考
察
を
深
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
お
わ
り
に

　
本
論
で
は
班
で
の
共
同
作
業
を
踏
ま
え
、
愚
評
の
項
を
「
前
後
ノ
評
」
に
関
す
る
記
載
を

中
心
と
し
て
考
察
す
る
こ
と
で
、
愚
評
に
時
系
列
的
変
遷
は
有
る
の
か
否
か
、
愚
評
の
抜
粋
（
補

足
）
に
傾
向
は
あ
る
の
か
等
を
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
こ
の
結
果
、
「
前
後
ノ
評
」

考
察
か
ら
見
え
る
諸
本
系
統
の
図
の
よ
う
な
推
測
が
で
き
た
。
こ
こ
で
は
、
他
班
の
報
告
に

お
い
て
も
異
質
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
大
聖
寺
本
、
対
馬
本
に
時
系
列
的
関
連
性
が
有
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
浮
か
び
上
が
り
、
興
味
深
い
結
果
と
な
っ
た
。
今
回
は
、
語
句

の
抽
出
と
そ
の
有
無
を
デ
ー
タ
化
す
る
こ
と
に
終
始
し
て
し
ま
っ
た
が
、
今
後
、
「
前
後
ノ
評
」

に
関
連
す
る
内
容
の
考
察
を
行
う
こ
と
で
、
「
前
後
ノ
評
」
の
可
能
性
を
検
討
し
、
最
終
的
に

は
、
諸
本
の
成
立
過
程
に
迫
る
手
が
か
り
と
し
、
設
立
年
代
の
大
き
く
異
な
る
と
さ
れ
る
「
武

家
勧
懲
記
」
「
武
家
諌
懲
記
後
正
」
等
の
他
本
と
の
関
連
性
を
検
証
す
る
に
あ
た
っ
て
の
比
較

の
基
礎
と
し
た
い
。

　
ま
た
、
冒
頭
に
示
し
た
朽
木
家
で
あ
る
が
、
『
武
家
勧
懲
記
』
第
十
三
巻
の
朽
木
民
部
少

輔
源
種
綱
も
愚
暗
に
お
い
て
「
良
将
」
と
い
う
評
価
を
得
て
い
る
。
「
大
名
評
判
記
」
を
愚
評

か
ら
時
系
列
的
に
検
証
す
る
に
当
た
り
、
こ
の
朽
木
家
に
関
し
て
も
一
つ
の
視
点
と
し
て
深

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
注
】

ω
　
『
「
大
名
評
判
記
」
の
基
礎
的
研
究
』

②
図
①
参
照

㈹
便
宜
的
に
こ
の
表
記
を
用
い
た
が
、
「
前
後
之
評
」

　
分
類
し
た
。

ω
　
『
「
大
名
評
判
記
」
の
基
礎
的
研
究
』

㈲
表
①
参
照

「
前
後
二
重
ス
コ
ト
ク
」
と
い
っ
た
表
記
も
同
様
に
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項
の
評
愚

割
胴

監
胴

る
す
。
対
落
に
欠
孫
が
子
述
①
記

藩
脚
部
一
①

部
桐
胴
。
田
落
池
欠
①
分

容
胴

丸
約
要
ぼ
ほ

昏
胴

文
約
要
ぼ
ほ

容
内
別

丸
約
要
ぼ
ほ

容
胴

文
約
要
ぼ
ほ

容
内
別

丸
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